
最初にお読みください
 DR-5010C簡単スタートガイド 3. ▼ 部のオレンジ色のテープを剥がします。

4. 上部ユニットの端を図のようにつかみ、止まるところまでゆっくりと開きま
す。

上部ユニット 

ピックアップローラ 

上部ユニットの中央の凸部には、ピックアップローラがあります。上部ユニット
を開くときには中央の凸部を持たないでください。ピックアップローラの変型や
搬送エラーの原因になります。

5. 保護シートと、ピックアップローラを押さえている保護部材を取り除きます。

ピックアップローラ 

6. ローラカバーを取り外し、リタードローラを押さえている保護部材を引き抜き
ます。そして、ローラカバーを元に戻します。

ローラカバー 

リタードローラ 

7. 上部ユニットを静かに閉じます。そして、上部ユニットの両端を両手で押さ
え、カチッと音がして確実に閉じたことを確認してください。

❏ ソフトウェアをインストールする前に本機とコンピュータを接続しないでく
ださい。
Windows 2000/XP/Vistaをお使いの場合、ソフトウェアをインストール
する前に本機とコンピュータを接続すると、本機の電源をオンにしたときに
ウィザード画面が表示されます。
ウィザード画面が表示されたときは、［キャンセル］をクリックしてウィザー
ド画面を終了させ、スキャナの電源をオフにしてください。

ウィザード画面(Windows 2000）

❏ ソフトウェアをインストールする前に他のアプリケーションはすべて終了さ
せてください。

1. WindowsにAdministrator権限のアカウ
ントでログオンします。

2. DR-5010CセットアップディスクをCD
ドライブにセットします。

CD-ROMをセットすると自動的にセット
アップウィンドウが起動します。セット
アップウィンドウが起動しないときは、
CD-ROM内のsetup.exeを実行してくだ
さい。

Windows Vista をお使いの場合

Windows Vistaをお使いの場合、「ユー
ザーアカウント制御」画面が表示されるこ
とがあります。この場合、Administrator
権限でログインしているユーザーのパス
ワードを入力して［OK］をクリックしてく
ださい。

3.「おまかせインストール」をクリックしま
す。

「おまかせインストール」では、すべてのイ
ンストールを実行します。ソフトウエアを
選んでインストールする場合には、「選んで
インストール」をクリックします。

4.「インストール」をクリックします。
表示されているソフトウエアがすべてイン
ストールされます。ソフトウエアを選んで
インストールする場合には、［戻る］をク
リックします。

5.「次へ」をクリックします。

6. 使用許諾契約を読み、同意いただける場合
は「はい」をクリックします。

スキャナドライバのインストールを開始し
ます。

7. スキャナドライバのインストールが完了し
たら「完了」をクリックします。

スキャナドライバのインストールに続けて
「CapturePerfect」のインストールが実行
されます。

8.「次へ」をクリックします。

9. 使用許諾契約を読み、同意いただける場合
は「はい」をクリックします。

10. インストール先を確認し、「次へ」をクリッ
クします。

「CapturePerfect」のインストールを開始
します。

11.「CapturePerfect」のインストールが完了
したら「完了」をクリックします。

このたびは、キヤノンドキュメントスキャナDR-5010Cをお買い求めいただき、ありがと
うございます。
本簡単スタートガイドには、DR-5010Cを使えるようにするまでのセットアップ手順につ
いて書かれています。本スタートガイドの手順に従ってDR-5010Cをセットアップしてく
ださい。DR-5010Cの取扱いについては同梱のユーザーズガイドに記載されていますので、
DR-5010Cをお使いになる前に、ユーザーズガイドをよくお読みください。

付属品を確認する

箱を開けたら以下の付属品が同梱されていることを確認します。
万一、不足品や損傷品がある場合は、お買い求めの販売店にご連絡ください。

メモ 
● DR-5010Cセットアップディスクには、DR-5010Cを使用するための
「DR-5010Cドライバ」とスキャニングアプリケーション
「CapturePerfect3.0」が入っています。詳細についてはユーザーズガイド
P.16「セットアップディスクについて」を参照してください。

● 同梱品は予告なく変更されることがあります。

● 梱包箱および梱包材は本機の保管や輸送の際に必要ですので、捨てないで保管
してください。

同梱品を確認したら、スキャナを保護している保護部材をすべて取り外します。
（☞STEP2）

保護部材の取り外し

DR-5010Cを箱から取り出したら、本体に貼られているオレンジ色のテープと保護
部材をすべて取り除きます。

 

アースコード

保証書Adobe Acrobat
セットアップディスク

ユーザーズガイド

簡単スタートガイド
（本書）

DR-5010C 電源コード

USBケーブル

DR-5010C
セットアップディスク

DR-5010Cセットアップディ
スクは、ユーザーズガイドの
間にはさまれています。

原稿排紙補助ガイド

1. 外装を止めているオレンジ色のテープを全て剥がします。

2. 給紙トレイをゆっくりと開きます。

給紙トレイ 

スキャナの準備ができました。
次は、ソフトウェアのインストールを行ないます。（☞STEP3）

注意 

ソフトウエアのインストール

ソフトウエアのインストールは、本機とコンピュータを接続する前に行ないます。

■商標および登録商標について
・Canon、Canonロゴは、キヤノン株式会社の商標です。
・Microsoft Windows® は、米国マイクロソフト社の米国および他の国における登録商標です。
・その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。

☞うら面へ続く

注意 
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☞おもて面から続く

1. SCSIケーブルでコンピュータと接続する場合、コンピュータの電源をオフに
します。

2. 本機の電源スイッチがオフ状態になっていることを確認します。
電源スイッチがオン状態になっているときは、電源スイッチを押してオフ状態
にしてください。

オフ状態 

電源スイッチ 

オン状態 

3. 電源コードを本体背面の電源コネクタに差し込みます（①）。

4. アースコードを本体背面のアース端子に接続します（②）。

5. 電源プラグをコンセントに差し込みます（③）。

6. USBケーブルでコンピュータと接続する場合、付属品のUSBケーブルでコン
ピュータと接続します。

Type B

Type A

コンピュータとの接続

本機とコンピュータを接続する方法としてコンピュータに標準装備されているUSB
ポートを使用する「USB接続」と、コンピュータの拡張スロットにSCSIカードを
装着して使用する「SCSI接続」の2つの接続方法があります。お使いのコンピュー
タの環境にあわせて接続方法を選択してください。

SCSIコネクタ 
（ハーフピッチ50ピン、ピンタイプ） 

USBコネクタ 

インプリンタ用コネクタ 
SCSI ID用 

ディップスイッチ 

電源コネクタ 
/アース端子 

ソフトウェアのインストールが完了しました。
次は、スキャナとコンピュータを接続します。（☞STEP4）

注意 ❏「USB接続」と、「SCSI接続」 は同時に使用しないでください。
❏ 電源コード、アースコードは必ず付属品をお使いください。

❏ コンピュータとの接続はスキャナの電源がオフの状態で行ってください。

❏ SCSIケーブルで接続する場合は、コンピュータの電源をオフにしてから
行ってください。

❏ SCSIケーブルは付属されていません。本機とSCSIカードのコネクタ形状
にあったSCSIケーブルを用意してください。

❏ アースコードを接続する際は、絶対にガス管や水道管には接続しないでくだ
さい。スキャナ使用時に引火や爆発および感電の恐れがあります。

電源のオン（スキャナの認識）

本機の電源をオンにすると、プラグアンドプレイ機能によりWindowsがDR-
5010Cを認識し、ドライバのインストールを自動で行います。

スキャナとコンピュータの接続が終了しました。
次は、スキャナの電源をオンにしてWindowsにスキャナを認識させます。

（☞STEP5）

❏ SCSIケーブルで接続している場合は、必ずスキャナ→コンピュータの順に
電源をオンにしてください。コンピュータの電源を先にオンにするとスキャ
ナを正常に認識できない場合があります。

❏ Administrator権限のアカウントでログオンしてください。

❏ 電源をオフし、再度電源をオンするときには10秒以上待ってから電源をオ
ンにしてください。

❏ 長時間ご使用にならないときは安全のため必ず電源プラグをコンセントから
抜いてください。

注意 

7. SCSIケーブルでコンピュータと接続する時は以下の手順で行ってください。

7-1 コンピュータの電源をオフにします。

SCSIケーブルでコンピュータと接続する時は、必ずコンピュータの電源
をオフにしてください。

7-2 SCSIケーブルで本機とコンピュータを接続します。

SCSIケーブルは同梱されていません。本機とSCSIカードのコネクタの
形状にあったSCSIケーブルを用意してください。

スキャナがコンピュータに正常に認識されました。
次は、アプリケーションでスキャナを選択します。（☞STEP6）

メモ ● Windows XP、Windows Vistaの場合、インストールが完了するとバルー
ンヘルプにインストール完了のメッセージが表示されます。

　 (Windows XP） 　(Windows Vista）

● Windows 2000ではインストール完了のメッセージは表示されません。

● DR-5010Cは、デバイスマネージャの「イメージングデバイス」に
［CANON DR-5010C USB］（または、［CANON DR-5010C SCSI］）の
名称で登録されます。

スキャナの選択

ISIS/TWAIN互換アプリケーションで本機を使用する場合、スキャンを行う前に、
使用するスキャナを選択する必要があります。
スキャナを選択するためのメニューや手順はアプリケーションによって異なります。
詳細についてはお使いのアプリケーションのマニュアルを参照してスキャナを選択し
てください。

ここでは「CapturePerfect3.0」によるスキャナ選択の手順について説明します。
CapturePerfect3.0の操作、詳細についてはプログラムメニューに登録されている
「CapturePerfect3.0操作ガイド」を参照してください。

1. プログラムメニューからCapturePerfect3.0を起動します。

2. スキャンメニューから［スキャナ選択］をクリックします。

「スキャナの選択」ダイアログボックスが表示されます。

3.［Canon DR-5010C］を選択し、［OK］をクリックします。

これでセットアップが完了しました。
DR-5010Cのセットアップがすべて完了しました。DR-5010Cの取扱いの詳細に
ついては同梱のユーザーズガイドに記載されています。DR-5010Cをお使いになる
前に、ユーザーズガイドをよくお読みください。

メモ ● Windows 2000、Windows XP、Windows Vistaには、本体のス
タートキーからアプリケーションを起動させることのできるイベント機能があ
ります。CapturePerfect3.0は、このイベント機能に対応しており、セット
アップが完了すると本体のスタートキーを押すことにより
Captureperfect3.0が起動します。

● イベント機能に対応したアプリケーションが複数インストールされていると、
スタートキーを押したときに起動させるアプリケーションを選択するための
「デバイスのイベント」ダイアログボックスが表示されます。

● 複数のアプリケーションから特定のアプリケーションを指定、またはイベント
機能を使用しない場合には、イベントの設定を変更します。イベントの設定に
ついては、ユーザーズガイドP.37「イベントの設定」を参照してください。

注意 ❏ 本機を他のSCSI機器とディジーチェーン接続で使用する場合、以下の点に
注意してください。

● SCSI IDは、工場出荷時に「SCSI ID=2」に設定されています。他のSCSI機
器とSCSI IDが重複しないようにディップスイッチを設定してください。

1
ON

2

出荷時の状態　（SCSI ID=2） 

SCSI ID 
2 
3 
4 
5

SW1 
OFF 
ON 
OFF 
ON

SW2 
OFF 
OFF 
ON 
ON

OFF

ディップスイッチ 

● 本機はターミネータを内蔵し、［ON］に固定されています。他のSCSI機器と
ディジーチェーン接続で使用する場合には、必ず本機が終端になるように接続
し、他のSCSI機器のターミネータは全て［OFF］にしてください。

12. すべてのインストールが完了するとインス
トール完了の画面になります。

「終了」をクリックし、セットアップを終了
します。（「戻る」をクリックすると、メ
ニュー画面に戻ります。）

1. スキャナとコンピュータとの接続を確認します

2. 電源スイッチを押して、スキャナの電源をオンにします。
電源ランプとスタートキーのランプが緑色に点灯します。

オン状態 

電源スイッチ 

電源ランプ 

スタートキー 

3. コンピュータの電源をオンにします。（SCSI接続の場合）

4. Windowsが新しいハードウェアとしてDR-5010Cを認識し、インストール
を自動で行ない、完了します。

 (Windows 2000）

　(Windows XP） 　(Windows Vista）
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